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＜連絡事項＞
・特になし。
＜患者様連絡事項＞
・赤間　健太様～14:00－16:00支払いのため、スタッフ付添にて外出。
・滝田　英人様～15:30テレビ電話面会（成年後見人：百武氏）

＜要注目患者様＞
・小笠原文人様～言動はまとまりに欠けるが、気分変動や奇異行動なく落ち着いて過ごす事出来ている。
・滝田　英人様～幻覚・妄想に左右された言動は目立たず経過。日課・病棟プログラムへの支障なし。
・泉山　紀子様～8:15床に倒れ込み両上肢小刻みの振戦出現。
呼名反応あり閉眼したまま指示動作には従えている。振戦は約5分後、
消失。バイタルサイン異常なし。倒れ込んだ際、右側頭部受傷しており
腫脹あり。また、嘔気訴えあり。受傷部位クーリング・側臥位安静にて
対応中。
8:50食物残渣中等量嘔吐。以後、嘔気・胃部不快感なく経過している。
＜田名部Ｄｒ＞
・吉田　守幸様～臨時薬センノシドOFF　他、同内容により7日分処方。
・高橋　義明様～臨時薬ブロナンセリン（4）2T　2×朝・夕追加、オランザピン(10)→(5)
減量。他、同内容により7日分処方。
・藤村　翔　様～臨時薬 同内容により7日分処方。
・三浦みよ子様～臨時薬 同内容により7日分処方。
・小坂　君子様～主治医へ強迫性や介入への易怒性の増強がみられている事 情報提供。
臨時薬レキサルティOFF、インヴェガ1→2T増量　他、同内容により7日
分処方となる。
・寺地　光幸様～臨時薬 同内容により7日分処方。
・赤間　健太様～臨時薬 同内容により7日分処方。
・久保　興介様～臨時薬 同内容により7日分処方。
・高田　マキ様～右下腿の状態悪化なし。臨時薬（カロナール・セフジトレン）同内容に
より3日分処方。
＜馬渡Ｄｒ診察＞
・森　ひで　様～精神状態は安定している事 情報提供。臨時薬 同内容により7日分処方。
　　　　　　　　7/11（月）9:30みちのく記念HP転院予定。退院指示あり。
　　　　　　　　※退院時薬は次週処方予定。
・泉山　紀子様～最近では他者との関係性についての悩みが増強しており それに伴い発作
　　　　　　　　も頻発している事 報告。脳波検査上、明瞭なてんかん波はなく臨床症状
　　　　　　　　してはPNESの可能性疑い。また、 本人の能力面（ストレスコーピング
　　　　　　　　など）も関連しているのではないかとの事。
　　　　　　　　臨時薬は同内容により7日分処方あり。引き続き、ストレス対処思考・
　　　　　　　　行動がとれるよう介入していく。右肩（ボルト留置部）痛訴えX-p希望
　　　　　　　　ありオーダー受ける。
＜業務改善検討＞
・患者様の書類：詰所での管理不十分であり個人情報漏洩・紛失につながるリスクも高い
　　　　　　　　ため、患者様個々の保管場所を確保し担当看護師毎にその都度処理出来
　　　　　　　　るように調整する予定。（7月中旬迄に）
